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4月15日（水） 翠ヶ丘公園 
 雨の予報でしたが、午前中はなんとか
天気が持ちました♪ 

古
今
和
歌
集
 
在
原
業
平
 

4月16日（木） 日大・笹原川の千本桜 
 みごとな晴天！気温も温かく、花見には最
高の日でした。 

4月17日（金） 翠ヶ丘公園 
 今週は雨で心配しましたが、桜も散らずに
待っててくれました。みんないい笑顔ですね。 
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ゆう遊館 行事 居酒屋での一枚 
平成24年5月(中央) 

祝100歳記念式典 

ご家族様とご一緒に|| 

ご紹介 
大正4年2月2日 100歳 
須賀川市生まれ 
 平成27年2月2日に百歳を迎え

られ、ご家族様、須賀川市長も

御来館され記念式典が行われま

した。毎朝新聞をかかさず読ん

でおられ、百歳を迎えても若々

しいお姿と、優しい笑顔は、ま

さに人生の先輩のお手本です。 

大内 俊子様 
インタビュアー 
特別養護老人ホーム 三橋 眞奈美 

ご利用者様 
 

 今回は祝100歳を迎えられたご利用者様２名にスポットライトをあてて半生をご紹介します。 

－青春時代の思い出を教えて下さい。 

大内さん：青春時代は、活発ではなく静かに過ごすことが多く、裁縫

も少しやる程度でした。友達もたくさんいました。どこに出かけるで

もなく、話しているのが楽しい感じでしたね。 

 

－ご主人との馴れ初めを教えていただけますか？ 
大内さん：知り合いの紹介で見合いをしました。私が26歳、主人が30
歳の時に結婚しました。昭和15年に長男を出産しました。父が仕事で
東京におり建築関係の仕事が成功したことで、須賀川に住んでいた母、
妹、私達夫婦を東京の葛飾に呼び寄せました。引越をし、東京に移り
住み間もなく空襲が酷くなり、須賀川に又、戻る事になりました。 
 
－ご家族様との思い出はありますか？ 
大内さん：お嫁さんがよくしてくれています。孫2人、ひ孫3人おり幸
せです。 
息子は小さい頃は泣き虫でした。将棋が好きでしたね。体は健康で手
のかからない子供でした。お父さんがいなくて大変でしたが、その頃
は、同じ境遇の方がたくさんいたので気にならない時代でした。息子
は転勤の多い仕事で、離れて生活していましたが、見守っていました。
息子が大人になってからは、家族旅行に行きましたね。汽車で東京、
京都を周りました。とても楽しかったです。 

 

～26歳で結婚され長男様が生まれてすぐ、 
ご主人様は出兵され翌年には戦死。専売公社
の中の託児所に勤務され息子様を育てました。
その息子様も昨年永眠されました。 
又、妹様も昨年永眠され、悲しみが続きまし
たが、「何とかなります。年月は自然と流れ
ていく、それをさだめと思って過ごすだ
け。」と話してくださいました。～ 

 
－好きな食べ物はありますか？ 
大内さん：ないです。何でも食べます。戦時中は、1ヶ月に1回配給があり、
お米を買いに行きました。まとめて1回の買い物で、その月やっていかな
くてはならなかった。食糧難の時代に生きていたので好きな食べ物とかな
く、何でも頂きます。 
 

－ゆう遊館での生活はどうですか？ 

大内さん：お風呂とか、気持ちよく頂いております。 

 
－ありがとうございました。 
 
  大内様はショートステイをご利用されていますが、職員のお手伝いを
したり、他のご利用者様と楽しそうに話されている姿をよく見かけます。
大内様がホールにいらっしゃると和やかな雰囲気になります。 
これからも宜しくお願いします。 
 



舞木さんの作品 
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ご紹介 
大正4年2月13日 100歳 
郡山市生まれ  
 若い頃は、機関士として
ご活躍され、戦争では大変

ご苦労されました。 
趣味は、洋ランを育てるこ

と、水彩画と多才です。 
 
  

機関士時代の舞木さん。 
(50代半ば頃) 

強制抑留者に対する書状 

 
－戦争体験をお聞かせください。 
舞木さん：戦争中、旧日本陸軍に26歳で入隊しました。戦後、シベリア
に抑留体験をし、38歳で帰ってきました。冬の寒さで仲間も何人か死に
ました。紙がないから、用を足したら葉っぱで拭きました。服がないか
ら、女も男も裸でいた時もあります。 
 
－長生きの秘訣はなんですか？ 
舞木さん：シベリアで耐えたから何でも食べる。好き 
嫌いとか考えないで栄養になるものとして食べるのが 
いいのかな。 
 
－ゆう遊館での生活はどうですか？ 
舞木さん：いいですよ。 
この年まで生きられると思わなかった。 
 
笑顔が素敵な舞木さん。 
これからも元気にお過ごしください。 

インタビュアー 
特別養護老人ホーム 三橋 眞奈美 

－この度は、百歳のお誕生日、おめでとうございま
す。 
舞木さん：ありがとうございます。 
 
－今日は、お仕事や趣味、ご家族の話など聞かせて 
ください。 
舞木さん：はい。 
 
－お仕事は何をされていましたか？ 
舞木さん：国鉄で機関士をしていました。親に勧め
られた仕事だったが、国鉄に入って良かったと思っ
ています。 
 
－好きな機関車は何ですか？ 
舞木さん：D51、C62、C58が好きです。 
 
－仕事での思い出は何ですか？ 

－他にもありますか？ 

舞木さん：機関士になる為25歳で下宿し、鉄道学校で勉強しました。妻は、下宿

先の娘さんで、そこで出会いました。機関士になるまでは結婚しないと思い勉強

していました。機関士になってから、結婚を申し込みました。 
 
－趣味は何ですか？ 
舞木さん：洋ランが好きで温室を2つ作りました。毎朝、温室に蘭を見に行きま
した。オーストラリア、ニュージーランドなど海外にも足を運び、著名な園芸家
江尻宗一さん等とも交流しながら、洋ランの栽培を生きがいにしていました。 
 
－洋ランは種類が豊富ですが、特に好きな品種は何ですか？ 
舞木さん：中でも、カトレアが好きです。温室の温度管理もしました。 
冬でも、20℃を保っていました。 
 
－他にもありますか？ 
舞木さん：水彩画も好きで描いていました。 
 
－ご家族との思い出は？ 
舞木さん：妻や弟と海外旅行に行きました。オーストラリア、ニュージーランド、
フィリピン、インドネシア、ボルネオ等9ヶ国を周りました。 
 
－ご家族に伝えたい事は？ 
舞木さん：子供3人、孫6人おり幸せです。世の中変わった、天皇尊敬が無くなり、
軍事制度もなくなって良かった。家族が戦争に行かなくて良かった。振り返って
みて、戦争も国鉄(仕事)も悔いはない。 
 

 自分の話も載せてほしい！とご希望の方がおりましたら職員までご連絡ください。お待ちしております。 

貴重な月下美人とともに。 
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よ
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と
な
り
、

春
の
息
吹
が
た
ち
こ
め
、
そ
こ
か
し

こ
に
生
命
の
躍
動
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こ
の
頃
、
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
な
春

が
訪
れ
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で
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私
事
で
す
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に
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春
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し
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養
増
設
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着
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進
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、

新
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今
年
度
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ご
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四
月
一
日
、
入
社
式
が
行
わ

れ
、
四
名
の
新
入
社
員
が
緊
張

し
た
面
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

皆
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
 

慰問 
3月25日 

なでしこ会様 

3月20日 
ケア・デイ対抗 
カラオケ大会 

  2月12日  
  バレンタインおやつ作り 

   3月2日  
   ひなまつりおやつ作り  

行事いろいろ 

3月3日 
ひなまつり 

 3月3日 慰問 
 ウクレレ会 プア オリノ様 

2月9,10,12日 
おでん 

 社会福祉法人 愛親福祉会 ゆう遊館 
     〒962-0403 須賀川市滑川字関ノ上26番地4 
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